
乗 法－２ 
 

 

☆ （－７）×（＋２）×（－３）×（－５）   ☆ （＋７）×（－４）×（－25）×（＋５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 乗法の交換法則・結合法則は成り立つ 

※ 2×５＝    ， ４×25＝    ， ８×125＝ 

    

１，次の計算を“メモして暗算”でしなさい。 

① （＋５）×（－２）×（－３）×（＋４）   ② （＋７）×（＋４）×（－２）×（＋５） 

 

 

 

 

 

 

③ （－４）×（＋６）×（－25）×（－３）   ④ （－１）×（－２）×（＋８）×（－５）×（－３） 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ （－４）×（＋13）×（－25）×（＋３）   ⑥ （－８）×（－２）×（＋９）×（－125） 

 

 

 

 

 

 

 

  

「数字の配列」や「数字の特性」を利用して 

 

 できるだけ“暗算”を使って、短時間で解く 

 

 訓練をします。 

 

 一番の目的は“集中力”を高める訓練です。 
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2，「乗法の交換法則」や「乗法の結合法則」を利用して、次の計算を“メモして暗算”でしなさい。 

① （－25）×（＋３）×（－４）×（－７）    ② （－４）×（－５）×（＋６）×（－３） 

 

 

 

 

 

 

③ （＋20）×（－２）×（－５）×（＋11）    ④ （＋４）×（－13）×（－２）×（－125） 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ （＋２）×（－２）×（－３）×（＋３）×（＋５）×（－５）×（－７） 

 

 

 

 

 

 

⑥ （－５）×（－４）×（＋５）×（－８）×（－５）×（－６）×（＋５）×（＋３）×（－５） 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ （＋２）×（－４）×（－７）×（＋２）×（＋５）×（－５）×（－７）×（＋５）×（－５） 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ （－４）×（－２）×（＋５）×（－９）×（－５）×（－12）×（＋５）×（＋３）×（－25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  例題；☆ －210  ☆ ＋3500 

   １；① ＋120   ② －280  ③ －1800  ④ ＋240    ⑤ ＋3900  ⑥ －18000 

   ２；① －2100  ② －360  ③ ＋2200  ④ －13000  ⑤ ＋6300  ⑥ ＋1800000  ⑦ －490000  ⑧ ＋8100000 

 

「125」があるからといって

この数字の配列に相手の「8」

がある訳ではなく、「2と 4」

の組み合わせで「8」となる

ことに気付かせて、やがては 

逆に数字を分解して「2や 4」 

を取り出せるようにします。 


